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	日　時：平成30年3月12日(月)
	場　所：東京医科歯科大学　7号館2階
	歯学科第3講義室
	皮膚は、外界と体内とを隔てる単なるバリアではなく、絶えず外来抗原の侵入に曝される最前線の免疫臓器です。そこではアレルギー反応、細菌・ウイルス感染防御、自己免疫反応などの多彩な免疫応答が誘導されています。 　また、近年の二光子励起顕微鏡システムなどの進歩により、時空間的に免疫細胞の動態を捉えることが可能になりました。そこで今回は、外来抗原に対する皮膚免疫の特異性と多様性に関する新たな知見を紹介します。
	連絡先：分子免疫学分野　東　みゆき　　内線5935

